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１. はじめに 
 

本事業では南西諸島やオセアニア地域の海洋文

化・漁撈文化等、海にまつわる民俗に関する基盤的

な調査研究を行うとともに、海洋博公園内の海洋文

化館における「海と人との関わり」に関する展示や

普及啓発の充実を図ることを目的に実施した（表-1）。 

 

２．調査概要 
 

以下の日時、場所において現地調査を実施し、写

真・映像の撮影と聞き取り調査を行った。前年度ま

で確認されたコロナ禍による中止、簡素化などが確

認されることはなくなっていた。儀礼の実施状況が、

コロナ禍以前に復帰したといえる。 

6 月 3～4 日：多良間島のスツウプナカ（祭事）で

行われる供物用の漁労調査では、他地域では廃れた

コミュニティー総出の漁撈が、健在であることが確

認できた（写真-1）。 

6 月 21 日：糸満市および南城市のユッカヌヒー

（祭事）のハーリー（競漕儀礼）では、コロナ禍以

後、また盛大に行われたが、宗教的な部分の省略が

増えていることが確認できた（写真-2,3,4）。 

8 月 12日：名護市嘉陽の綱引き（祭事）調査では、

大きな変化はなかったが、綱の材料となる稲わらの

調達が困難になっていることが判明した（写真-8）。 

9 月 24日：名護市汀間のタカラモノ（祭事）の来

訪神儀礼調査では、市立博物館に収蔵された祭具が、

当日だけ返してもらって儀礼を実施していることを

確認した（写真-7）。 

9 月 25～26日：久高島の八月マティ（祭事）で行

われる供物用の漁労調査では、漁撈だけでなく漁獲

の分配でも伝統的な慣習が健在であることを確認し

た（写真-5,6）。 

10月 1日：名護市安部の豊年祭では、コロナ禍以

来初めてとなる道ジュネー（行列）が行われた。仮

面・仮装の来訪神ウニホーガナシも登場し、以前と

同様の道順で集落内を移動しつつ、所定の場所で舞

を披露した。コロナ禍にもかかわらず、儀礼の手順

がよく保存されていることを確認した（写真-9）。 

10 月 7日：本部町伊豆味の豊年祭（祭事）で行わ

れる来訪神儀礼（操り獅子）調査では、コロナ禍以

後初めてとなる開催であり、舞台の設営等に戸惑い

を確認した（写真-10）。 

 

３．調査成果の利用 

 
調査結果については海洋文化館での一般向け講座

（海洋文化講座）に活用したほか、現在執筆中の論

文「コロナ禍と沖縄の民俗（仮）」の基礎資料として

活用する。また、調査時に撮影した写真、映像デー

タについては、各地域の漁協、青年会、公民館に提

供した。 

それにより、各地域の行政や自治会との協力関係

も構築できた。その成果については、12 月 24 日か

ら 1 月 28日に海洋文化館において企画展を開催し、

広く市民へも還元した。 

 

４．外部評価委員会コメント 

 
沖縄の 7 村落における祭事と儀礼の際の供物奉納

用の漁労活動とハーリー行事などの調査を行い、6

村は儀礼の実施状況がコロナ禍前のすがたに復帰し

ており、一村が宗教的要素の簡略化がみられること

を明らかにした。この調査で撮影した写真資料など

は現地に還元し、調査成果は海洋文化館の講座で公

開し、伝統的祭事を継承する重要性と自身の文化伝

統への認識を喚起した点は注目される。（須藤顧

問：堺市博物館館長） 

 

コロナ下ではあったが、沖縄の伝統的海洋文化の

現状について着実な調査を行っている。コロナ以降

の文化財の保存や復興に関するモデルケースとして

全国レベルで発信してほしい。（後藤顧問：南山大

学 教授） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 多良間島のスツウプナ

カ 

 



 

 

 

 

写真-2 糸満のハーレー 写真-3 名城のハーリー 写真-4 奥武島のハーリー 

写真-5、6、7 久高島の八月マティにおける追込漁（左）、同漁獲（中）、汀間のタカラモノ 

表-1 令和 5年度調査地一覧 

写真-8、9、10 嘉陽の綱引き（左）、安部のウニホーガナシ（中）、伊豆味の操り獅子 


